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すぐに使える学校情報

主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善について（小・中国語）

～令和２年度鹿児島学習定着度調査の結果から～
義務教育課

小学校
令和３年１月に実施した鹿児島学習定着度調査では，小５国語科の平均通過率は75.1％であり，この

うち「基礎・基本」の問題については81.1％，「思考・表現」の問題については63.1％という結果でし

た。平均通過率が目標としていた７割を超え，定着が期待される問題を確実に正答できるようになった

と考えられます。

「基礎・基本」については，ローマ字で書く問題の定着が昨年度までは課題（通過率55.9％）でした

が，今回は通過率が73.2％となり，向上しています。

「思考・表現」については，記述式の問題において，無解答率は低くなっており，自分の考えを文章

化することの能力は高まっています。しかし「読むこと」の領域において，場面と描写を結び付けて，

内容を解釈することに課題が残っています。

特徴ある問題から 学習指導要領解説から

３ 三 文章を読んで理解したことに基づい 本問題は，物語の一部から言葉や文を取り上げ

て，自分の考えをまとめることができる ること（事実）と，どうして以前のような親友に

かを問う問題 通過率 51.8% なると考えるのか（考え）を結び付けて，一定の

字数内で表現させる問題です。

「読むこと」の指導事項イに関わる内容です。

描写に着目しながら読み進めているかを問う問題

です。

授業改善のポイント

「読むこと」の授業において，描写に着目しな

がら読み進めていけるように，以下の事項に注意

して指導しましょう。

１ 考えを構築させる前に，叙述（文章中の言葉）

を明らかにする指導を行いましょう。

（例）考えの根拠となる叙述に線を引かせる。

（例）ワークシートには，根拠と考えを分けて書

かせるようにする。

２ 考えの根拠となる叙述（文章中の言葉）を明

確にさせる発問，板書に努めましょう。

（例）「文章中のどの言葉からそう思うのかな。」

「そう考える理由は，どこの言葉からそう思

うのかな。」

（例）根拠となる叙述のみ色付けして板書する。

（例）叙述を書く部分と自分の考えを書く部分を

分けて板書する。

（例）「考えが同じでも，根拠となる叙述が違う

人がいるね。」

（例）「根拠となる叙述が同じでも，考えが違う

人がいるね。」
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中学校
令和３年１月に実施した鹿児島学習定着度調査では，中１国語科の平均通過率は78.7％でした。この

うち「基礎・基本」の問題については82.9％，「思考・表現」の問題については73.8％という結果でし

た。中２国語科の平均通過率は76.7％であり，このうち「基礎・基本」の問題については76.8％，「思

考・表現」の問題については76.6％という結果でした。中学校国語科においては，平均通過率が目標と

していた７割を超え，定着が期待される問題を確実に正答できるようになったと考えられます。

「基礎･基本」においては，中１では漢字の部首名を理解しているかを問う問題に，中２では，動詞

の活用形，行書の特徴を理解しているかを問う問題に課題がありました。

「思考・表現」について，物語文の読解において，場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，

内容の理解に役立てることに課題がありました。

文章に表れているものの見方や考え方に対して自分の考えをもち，その根拠と理由について，筋道立

てて書くことができるかを問う問題の通過率が高まっています。

特徴ある問題から 学習指導要領解説から

中１： ４ の三の３ 通過率 63.5% 本問題は，物語文を読んで，物語の後半部分が

表現の効果について，具体的な表現を根拠にし どんな雰囲気なのか，それはどんな表現に着目し

ながら考えることができるかを問う問題 た結果なのかを問う問題です。

「読むこと」の指導事項イに関わる内容です。

場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化な

どについて，描写を基に捉える問題です。

授業改善のポイント

調査の結果，文章を読んで場面と描写を結び付

けて，内容を解釈することを苦手としていること

が分かります。昨年度も本調査において類似の問

題を出しており，通過率も昨年度と大きな変化が

見られない問題です。

そこで，特に以下のことに気を付けて指導しま

しょう。

１ 場面の雰囲気をどのように感じるかについて

発問し，叙述（文章中の言葉）を根拠として理

由を述べさせる活動を取り入れましょう。

（例）「この文章を読んで，どんな雰囲気だと感

じましたか。」

「それは，どこの文章のどの言葉からそう感

じましたか。」

２ 自分の解釈の根拠を考えたり，他の読み手の

解釈と比較したりする活動を取り入れましょう。

根拠を明確にさせる発問や，根拠を意識した授

業を行いましょう。

（例）「解釈が同じ人同士でグループをつくり，

そう考えた根拠（文章中の言葉）を出し合

３ あなたが宮田さんだとしたら，石山さんと いましょう。」

松川さんの質問に対してどのように答えるか （例）「根拠（文章中の言葉）は同じで，解釈が

で囲まれた宮田さんの発言を参 異なる人を探してみましょう。」

考にして書け。


